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平
成
二
十
九
年
度

　

別
府
史
談
会　

市
内
史
跡
見
学
会

矢
　
島
　
嗣
　
久

日　
　

時　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
七
日

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
東
別
府
駅

１　

Ｊ
Ｒ
東
別
府
駅

東
別
府
駅
開
業　

一
一
月
一
日　

駅
名　
「
浜
脇
停
車
場
」

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
九
月　
「
東
別
府
駅
」
と
改
称

　
　
　

大
分
駅
―
―
西
大
分
駅
―
―
仏
崎
ト
ン
ネ
ル
―

　
　
　

―
浜
脇
駅
―
―
別
府
駅

そ
の
他
の
頃
の
交
通
網
の
整
備

⑴　

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）　

別
大
電
車
が
開
通

⑵　

大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）　

別
大
海
岸
道
路
が
開
通

２　

丸
清
水　

浜
脇
二
丁
目
一
三

－

一
三

　

と
う
ふ
屋
、
清
涼
飲
料
水
、
ラ
ム
ネ
、
サ
イ
ダ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
、

お
茶
、
寿
司
屋
等
が
利
用
し
て
い
た
。
現
在
、
ポ
ン
ポ
式
。

３　

角
清
水
跡　

浜
脇
二
丁
目
一
三

－

一
一

荒
金
藤
子
、
浜
脇
二
丁
目
一
三

－

一
〇
、

長
野
慶
次
氏
宅
の
玄
関
下
、
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
年
）
頃
、

新
築
。

「
む
す
ぶ
よ
り　

は
や
歯
に
ひ
び
く　

志
水
哉
」　

松
尾
芭
蕉
の
句

碑句
碑
は
現
在
、
長
松
寺
（
朝
見
一
丁
目
）
に
移
転
し
て
い
る
。

角
清
水
―
→
丸
清
水
―
→
長
松
寺
に
移
転
。

４　

荒
金　

久
邸

　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
年
）
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
て

い
る
。

　

時
代
に
な
が
さ
れ
な
い
生
き
方
を
貫
い
て
い
る
。清
楚
に
管
理
、

自
然
と
共
生
し
て
い
る
。

　

新
建
材
・
サ
ッ
シ･

空
気
清
浄
機
と
は
無
縁
で
あ
る
。

　

赤
い
顔が
ん
り
ょ
う料、
ベ
ン
ガ
ラ
、
八
畳
の
座
敷
、
四
畳
の
前
座
敷
、
六

畳
の
中
の
間
、
三
畳
の
納な
ん
ど戸
、
四
畳
の
玄
関
の
間
、
ふ
す
ま
を
取

り
払
え
ば
、
大
き
な
広
間
と
な
る
。

玄
関
前
の
大
き
な
石
は
車
除
け
？

　

荒
金
久
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）
死
去
、
小
学
校
校
長
。
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５　

桝
屋　

浜
脇
一

－

一
一

－

一
五　

糸
永
駿
郎

「
桝
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
一
般
市
民
に
開
放
。

（
一
）　

江
戸
時
代　

庄
屋

（
二
）　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
の
建
築

（
三
）　

当
主
―
―
糸
永
な
な
（
一
〇
代
目
）
→
活
け
花　

小
原
流

最
高
位

（
四
）　

祖
先　

大
友
家
家
臣
、
赤
野
城
主
、
雄お

ぎ城
一
族

６　

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
賞
の
家　

浜
脇
一

－

一
〇

－

四

　

糸
永
、
財
前
家
、
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
賞
を
受
賞
、
財
前
昭
二
、
糸
永
、

桝
屋
の
前
に
あ
る
。

　

以
前
は
陶
器
店
を
経
営
し
て
い
た
。

７　

阿
部
京
商
店　

浜
脇
一

－
九

－

三

　

別
府
で
最
初
の
ア
ー
ケ
ー
ド
式
商
店
街
。

８　

大
友
浜
脇
舘
跡
（
現
在
位
置
、
浜
脇
中
学
校
、
崇
福
寺
）

　

天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
年
）
二
月
、
二
階
崩
れ
の
乱
の
際
、

大
友
義
鎮
（
の
ち
の
宗
麟
）
が
別
府
浜
脇
の
大
友
舘
に
い
た
。

９　

長
覚
寺　

下
ん
寺
、
浄
土
眞
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）、
本
尊
は

阿
弥
陀
如
来
立
像

　

永
享
年
間
（
一
四
二
九
～
一
四
四
〇
）
僧
円
信
の
開
基
。

　

門
前
に
松
尾
芭
蕉
の
句
碑「
月
影
や　

四
門
余
宗
も　

皆
一
つ
」

　

芭
蕉
の
句
碑
の
横
に
、
住
職
の
句
碑
も
並
ん
で
あ
る
。

10　

崇そ
う
ふ
く
じ

福
寺　

上
ん
寺
、
浜
脇
二
丁
目
二
区

　

禅
寺
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
年
）
宇
佐
八
幡
の
朝
見
鄕
、
神こ
う

大
和
守
政
長
の
建
立
。
文ぶ
ん
な和
三
年
（
一
三
五
四
年
）、
雄お

ぎ城
若
狭

守
源
親
重
が
再
建
、
臨
済
宗
、
本
尊
は
釈
迦
如
来
座
像
。

11　

宝
満
寺
、
田
の
口
、
バ
ス
停
前
、

　

境
内
の
案
内
板
の
内
容
を
下
に
記
す
。

　

宝
籠
山
宝
満
寺

　

天
台
宗
ご
本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
象

　

九
州
西
国
観
音
霊
場
第
七
番
札
所

　

別
府
で
一
番
古
い
お
寺
と
い
わ
れ
、
養
老
二
年
（
七
一
八

年
）
に
仁
聞
菩
薩
に
よ
り
、
堂
宇
が
建
立
さ
れ
て
宝
満
寺
と
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名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
古
刹
で
あ
る
。

　

奈
良
時
代
に
は
朝
廷
か
ら
山
林
や
水
田
を
、
鎌
倉
時
代
に

は
大
友
氏
か
ら
寺
田
四
〇
〇
町
歩
の
寄
進
を
受
け
て
栄
え
た

と
い
わ
れ
る
が
、
た
び
た
び
の
火
災
に
遭
っ
て
衰
え
た
も
の

の
江
戸
時
代
に
再
興
さ
れ
た
。

　

寺
は
も
と
田
の
口
村
の
山
中
に
あ
っ
た
が
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
年
）
現
在
地
に
遷
座
し
た
。
境
内
は
浄
く
手
入

れ
さ
れ
、
ま
た
冥
界
の
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

12　

平
尾
邸　

浜
脇
二

－

八

－

七

　

大
正
三
年（
一
九
一
四
年
）に
工
事
開
始
、大
正
六
年（
一
九
一
七

年
）
に
完
成
。

　

敷
地
六
〇
〇
坪（
約
二
、〇
〇
〇
㎡
）。
別
府
財
界
の
第
一
人
者
、

平
尾
謙
平
が
建
築
。

　

浜
脇
貯
蓄
銀
行
、
浜
脇
銀
行
、
頭
取
。

宝満寺（別府市田の口）


